
 

令和７年度第２回東広島市入札監視委員会会議概要 

 

 

１ 会議名 

  令和７年度第２回入札監視委員会 

 

２ 開催日時・場所 

  令和７年８月２１日（木） １５：３０～１６：３０ 

  東広島市役所本館４階 入札室 

 

３ 出席委員 

岩元委員、石垣委員、富田委員、神野委員、高島委員 

 

４ 出席職員 

建設部道路建設課長、都市交通部営繕課長、建設部災害河港課長、事務局員 

 

５ 会議の概要 

(1) 入札及び契約手続に係る運用状況の報告について 

次の事項について、事務局から説明を行った。 

   ア 入札方式別発注工事の状況 

   イ 指名除外措置の運用状況 

 

 (2) 検証対象工事の検証について 

次の検証対象工事について、入札参加資格要件、工事概要等を事務局及び施工担当課から

説明を行った。 

ア 令和6年度 幹線市道整備事業 武士郷曽線道路改良工事 

イ 令和7年度 生涯学習施設管理運営事業 

 黒瀬生涯学習センター長寿命化改修工事（建築） 

ウ 令和7年度 消防庁舎等整備事業 竹原消防署改修工事（建築） 

エ 令和7年度 土木施設災害復旧事業 安芸津地区災害復旧工事（7-6） 

オ 令和6年度 生活市道整備事業 政宗線道路改良工事 

 

(3) その他 

ア 検証対象工事の抽出委員の指名について 

  抽出委員は配布した名簿の順とし、次回の抽出は神野委員が行うことで決定した。 

イ 次回委員会の開催について 

     令和７年度第３回委員会の開催は令和７年１１月頃の予定とし、後日調整を行うこと

で決定した。 



 

６ 発言の内容 

(1) 入札及び契約手続に係る運用状況の報告について 

発言者 内容 

 特になし 

  

 

 

 

(2) 検証対象工事の検証について 

ア 令和6年度 幹線市道整備事業 武士郷曽線道路改良工事 

発言者 内容 

委員 この工事は入札参加者が49者と非常に多く、今回の工事の中で最多でし

た。ただし、その他の工事にも30者以上のもの又は40者以上のものがあり、

一部の工事は、入札参加者が非常に多い状況です。これらの工事の入札参加

者が多い理由として、何が考えられますか。 

  

事務局 平成30年の豪雨災害から既に6、7年が経過し、災害復旧工事の発注件数が

落ち着きつつあります。そのため、建設業者は工事を受注する余力が十分に

あると考えられ、特に、土木一式工事について応札者が増えている状況にあ

ります。 

  

 

イ 令和7年度 生涯学習施設管理運営事業 

 黒瀬生涯学習センター長寿命化改修工事（建築） 

発言者 内容 

委員 この工事では、入札参加者が1者と少ないですが、理由として何が考えら

れますか。 

  

事務局 本施設では、毎年、黒瀬町で最大のイベントである夏祭りを開催するた

め、今年の夏祭りが終わった後から、来年の夏祭りが始まるまでの短期間で

工事を完成させる必要があるといった工期的な制限があります。また、本工

事には、天井の落下防止工法、エレベーターの改修等、若干専門性のある工

事が含まれます。これらのことから、入札参加者が少なかったものと思われ

ます。 

  

 

ウ 令和 7年度 消防庁舎等整備事業 竹原消防署改修工事（建築） 

発言者 内容 

委員 消防に関して、東広島市は竹原市と連携して実施しているとのことです

が、竹原市以外の自治体とも連携していますか。 

  

事務局 本市では、竹原市及び大崎上島町と協定を締結し、本市消防局が竹原市及

び大崎上島町の消防事務を受託しております。これにより、竹原市及び大崎

上島町が管理していた消防署及び車両等は、東広島市が管理しています。 

  



 

 

エ 令和 7年度 土木施設災害復旧事業 安芸津地区災害復旧工事（7-6） 

発言者 内容 

委員 以前、舗装工事は比較的人気がある工種であると説明されたと思います。

今回は入札参加者が大変多く、非常に競争性が働いたようですが、その理由

は、この工事が舗装工事であるためでしょうか。 

また、今回、入札金額が同じ2者が1位となり、くじで落札候補者を決定し

ていますが、くじはどのような方法で行いましたか。 

  

事務局 今回の入札者数が多かった理由としては、工事の主な内容が舗装工事であ

ったこと、また、現場の条件が良く、短期間での施工が可能であったことな

どが考えられます。 

また、くじの方法は、電子くじで行い、開札と同時にくじの結果が分かる

形で行いました。 

  

 

オ 令和6年度 生活市道整備事業 政宗線道路改良工事 

発言者 内容 

委員 資料では、道路改良を行う区間のうち、一部の区間のみが今回の随意契約

の範囲となっています。残りの区間の施工については、どのような予定です

か。 

  

事務局 残りの区間の施工については、本年9月に一般競争入札で発注し、今年度

中に全ての道路改良を完成させる予定です。 

  

 


